
● 三春だるま市開催／平成 26 年成人式開催／確定申告が始まります／臨時給付金のお知らせ／
　成人の風しん予防接種・抗体検査を助成します／食品等の放射性物質検査結果

今、　花ひらく小さな城下町　三春

（写真：三春だるま市でのひょっとこ祝い踊りのようす）
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１
月
19
日
、
大
町
の
お
ま
つ
り
道
路
に
お
い
て
、
新
春
の
風
物
詩
で
あ
る
三
春
だ
る
ま
市

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
だ
る
ま
や
福
ま
さ
る
、
干
支
の
張
子
な
ど
新
春
の
福
を
買
い
求
め

る
多
く
の
人
で
、
朝
か
ら
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
、
三
春
町
明
る
い
祭
礼
推
進
委
員
会
長
で
あ
る

町
長
を
は
じ
め
、
観
光
協
会
長
、
商
工
会
長
、
デ
コ
屋
敷
の
皆
さ
ん
の
立
会
の
も
と
「
今
年

の
希
望
の
一
文
字
」
の
披
露
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
で
５
回
目
と
な
る
一
文
字
は
「
破
」。

干
支
の
午
の
よ
う
に
今
の
状
況
を
打
ち
破
り
、
新
た
に
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
い
う
願
い
が
込

め
ら
れ
ま
し
た
。
文
字
は
、
昨
年
末
に
福
聚
寺
住
職
の
玄
侑
宗
久
さ
ん
に
よ
り
、
文
字
入
れ

が
行
わ
れ
、
文
字
入
れ
さ
れ
た
特
大
だ
る
ま
は
、
来
年
の
だ
る
ま
市
ま
で
三
春
交
流
館
ま
ほ

ら
に
展
示
さ
れ
ま
す
。

　

午
後
に
は
、
大
町
太
鼓
保
存
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
三
春
太
鼓
の
演
奏
と
デ
コ
屋
敷
の
皆
さ

ん
に
よ
る
ひ
ょ
っ
と
こ
祝
い
踊
り
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ぺ
ん
ぎ
ん
ナ
ッ
ツ
に
よ
る

お
笑
い
ラ
イ
ブ
も
行
わ
れ
、
会
場
は
大
き
な
笑
い
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

三
春
だ
る
ま
市
開
催

　
今
年
の
希
望
の
一
文
字
は
『
破
』

希望の一文字のお披露目

福を買い求めるようす

ぺんぎんナッツによるお笑いライブ

今
年
の
一
文
字
﹁
破
﹂

　
平
成
26
年
は
甲
午
︵
き
の
え
う
ま
︶
で
す
。

も
と
も
と
﹁
甲
﹂
と
は
﹁
か
い
わ
れ
﹂
の

こ
と
で
す
か
ら
、
種
を
破
っ
て
芽
を
出
す

こ
と
で
す
。
充
分
に
溜
め
込
ま
れ
た
陰
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
外
に
噴
出
す
る
こ
と
で
す
。

　
ま
た
午
と
い
う
の
も
、﹁
忤
﹂︵
さ
か
ら
う
・

そ
む
く
︶
に
通
じ
、
現
状
へ
の
反
動
勢
力

の
芽
生
え
を
意
味
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
と

は
違
っ
た
優
れ
た
指
導
者
が
現
れ
、
旧
弊

を
﹁
破
﹂
っ
て
大
き
く
ま
と
め
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
と
願
い
ま
す
。

　
現
状
が
﹁
分
断
﹂
だ
と
す
れ
ば
、
そ
の

打
破
と
は
、
ま
と
ま
る
こ
と
で
あ
る
は
ず

で
す
。
特
に
福
島
県
で
は
、
そ
れ
こ
そ
が

今
年
望
ま
れ
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
ウ
マ
く
い
か
な
い
と
、
来
年
の
﹁
未
﹂︵
ひ

つ
じ
︶
は
﹁
昧
﹂︵
く
ら
い
︶
と
い
う
こ
と

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
今
年
、
身
の
周
り
か
ら
旧
弊
打

﹁
破
﹂
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
平
成
26
年
睦
月
、
三
春
だ
る
ま
市
に
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

玄
侑
宗
久

賑わいを見せた三春だるま市



　

晴
天
に
恵
ま
れ
、
１
月
12
日
、
平
成
26
年
三
春
町
成
人
式
が
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
ホ
ー
ル
」
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
振
袖
に
身
を
包
ん
だ
女
性
や
羽
織
袴
姿
の
男
性
が
出
席
、
会
場
は
華
や

か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
田
村
高
校
合
唱
部
の
皆
さ
ん
が
国
歌
と
町
民
の
歌
を
斉
唱
し
、
新
成
人
者
２
２
２
名

（
男
１
０
１
名
、
女
１
２
１
名
）
全
員
の
名
前
が
地
区
ご
と
に
読
み
上
げ
ら
れ
た
あ
と
、
総
代
の
齊
藤

愛
美
さ
ん
（
要
田
地
区
）
に
成
人
者
を
代
表
し
て
成
人
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

三
春
町
長
式
辞
で
は
「
三
春
で
生
ま
れ
育
っ
た
誇
り
を
胸
に
、
地
域
社
会
に
積
極
的
に
貢
献
し
、

自
ら
の
目
標
に
向
か
っ
て
ま
い
進
し
て
ほ
し
い
」
と
激
励
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
日
下
部
三
枝
町
議
会
議
長
、
本
田
仁
一
、
先
崎
温
容
両
県
議
会
議
員
か
ら
お
祝
い
の
言
葉

を
い
た
だ
き
、
成
人
者
を
代
表
し
て
澤
井
拓
実
さ
ん
（
三
春
地
区
）
が
「
自
分
を
見
失
わ
ず
、
若
者

ら
し
く
一
日
一
日
を
大
切
に
し
な
が
ら
日
々
精
進
し
、
地
元
の
三
春
町
や
福
島
県
の
力
に
な
れ
る
よ

う
精
い
っ
ぱ
い
努
力
を
続
け
て
い
き
た
い
。」
と
答
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
に
は
、
記
念
写
真
の
撮
影
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ホ
ワ
イ
エ
で
は
、
新
成
人
者
が
お
互

い
に
写
真
を
撮
り
合
っ
た
り
、
な
つ
か
し
い
友
だ
ち
と
会
話
を
弾
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
当
日
出
席
で
き
な
か
っ
た
方
の
成
人
証
書
は
、
２
月
末
ま
で
に
、
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」

（
☎
62-

３
８
３
７
）
で
、
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

平
成
26
年
三
春
町
成
人
式
を

　
　
　
　
　
　
　
　  

開
催
し
ま
し
た

成人者を代表して答辞を述べる澤井拓実さん

式典のようす

記念写真撮影のようす

ホワイエで友だちと談笑する新成人友だちと記念撮影

模擬投票を行う新成人 成人証書を授与される齊藤愛美さん 友だちと記念撮影
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問い合わせ先　税務課　課税グループ　☎ 62-8127

　

受
付
日
は
、
地
区
別
に
な
っ
て
い
ま
す
。
指
定
の
日
に
申
告
で
き
な
い
方
は
、
全
地
区
と
書
い
て
あ
る

日
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
期
間
の
後
半
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
早
め
に
申
告
を
済
ま
さ
れ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

　

年
金
所
得
者
に
係
る
確
定
申
告
不
要
制
度
に
よ

り
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
な
か
っ
た
場
合
で
、

次
の
ど
ち
ら
か
に
当
て
は
ま
る
場
合
は
、
住
民
税

の
申
告
が
必
要
で
す
。

▼ 申告受付日程表

確
定
申
告
が
始
ま
り
ま
す

東
日
本
大
震
災
復
興
施
策
に
必
要
な
財
源
を
確
保
す

る
た
め
﹆
平
成
26
年
度
か
ら
平
成
35
年
度
ま
で
の
10

年
間
の
臨
時
的
な
措
置
と
し
て
町
民
税
・
県
民
税
の

均
等
割
額
が
各
５
０
０
円
引
き
上
げ
に
な
り
ま
す

年
金
所
得
者
に
係
る
確
定
申
告
不
要
制
度
が
平

成
23
年
分
確
定
申
告
よ
り
導
入
さ
れ
て
い
ま
す

◆ 
平
成
25
年
分
所
得
税
の
確
定
申
告
と
平
成
26

　
年
度
分
町
県
民
税
申
告
の
受
付
が
始
ま
り
ま
す

　

年
金
所
得
者
の
う
ち
そ
の
年
中
の
公
的
年
金
等

の
収
入
金
額
が
４
０
０
万
円
以
下
で
あ
り
、
か
つ
、

そ
の
年
分
の
公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
以
外
の

所
得
金
額
が
20
万
円
以
下
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の

年
分
の
所
得
税
に
つ
い
て
確
定
申
告
書
を
提
出
す

る
こ
と
を
要
し
な
い
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

※ 

た
だ
し
、
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
た
め
の
確

　

定
申
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

▼ 

確
定
申
告
が
不
要
に
な
る
方

▼ 

確
定
申
告
は
不
要
で
す
が
﹆
住
民
税
の
申

　
告
が
必
要
に
な
る
方

▽ 

公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
の
み
が
あ
る
方
で
、

「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
に
記
載
さ
れ
て

い
る
控
除
（
社
会
保
険
料
控
除
や
配
偶
者
控
除
、

扶
養
控
除
、
基
礎
控
除
等
）
以
外
の
各
種
控
除

の
適
用
を
受
け
る
と
き

▽ 

公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所
得
が
あ

る
と
き

▼ 

改
正
前　
町
民
税
均
等
割
額　

３
、０
０
０
円

　
　
　
　
　

 

県
民
税
均
等
割
額　

２
、０
０
０
円

▼ 
改
正
後　
町
民
税
均
等
割
額　

３
、５
０
０
円

　
　
　
　
　

 

県
民
税
均
等
割
額　

２
、５
０
０
円
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臨
時
給
付
金
の
お
知
ら
せ

臨
時
福
祉
給
付
金

　

平
成
26
年
４
月
か
ら
消
費
税
率
が
８
％
へ
引
き

上
げ
ら
れ
ま
す
が
、
所
得
の
低
い
方
々
へ
の
負
担
の

影
響
を
考
慮
し
、
暫
定
的
・
臨
時
的
な
措
置
と
し
て
、

臨
時
福
祉
給
付
金
が
支
給
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

平
成
26
年
度
分
市
町
村
民
税
が
課
税
さ
れ
な
い
方

が
対
象
で
す
。（
た
だ
し
、
ご
自
身
を
扶
養
し
て
い

る
方
が
課
税
さ
れ
る
場
合
や
生
活
保
護
制
度
の
被
保

護
者
と
な
っ
て
い
る
場
合
な
ど
は
対
象
外
で
す
。）

▼ 

給
付
対
象
者
１
人
に
つ
き
１
万
円

▼ 

給
付
対
象
者
の
中
で
次
に
該
当
す
る
方

は
５
千
円
を
加
算

▽ 

老
齢
基
礎
年
金
、
障
害
基
礎
年
金
、
遺

族
基
礎
年
金
等
の
受
給
者
な
ど

▽ 

児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
、

特
別
障
害
者
手
当
等
の
受
給
者
な
ど

▽ 

申
請
先
は
、
基
準
日
（
平
成
26
年
１
月

１
日
）
に
お
い
て
住
民
登
録
が
さ
れ
て
い

る
市
町
村
と
な
り
ま
す
。

▽ 

申
請
手
続
き
は
、
平
成
26
年
度
分
の
課
税

が
確
定
す
る
６
月
以
降
と
な
り
ま
す
。
具

体
的
な
申
請
の
受
付
時
期
・
手
続
な
ど
に

つ
い
て
は
、決
ま
り
次
第
、広
報
紙
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼ 

問　
総
務
課 

企
画
情
報
グ
ル
ー
プ

　

 　
　

☎
62-

８
１
２
５

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

　

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
際
し
、
子
育
て
世

帯
へ
の
影
響
を
緩
和
す
る
と
と
も
に
、
子
育
て

世
帯
の
消
費
の
下
支
え
を
図
る
観
点
か
ら
臨
時

的
な
措
置
と
し
て
、
子
育
て
世
帯
に
対
す
る
臨

時
特
例
給
付
金
が
支
給
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

基
準
日
（
平
成
26
年
１
月
１
日
）
に
お
け

る
平
成
26
年
１
月
分
の
児
童
手
当
の
受
給
者
で

あ
っ
て
、
そ
の
前
年
の
所
得
が
児
童
手
当
の

所
得
制
限
に
満
た
な
い
方
に
な
り
ま
す
。（
た

だ
し
、
臨
時
特
例
給
付
金
の
給
付
対
象
要
件
を

満
た
す
児
童
お
よ
び
生
活
保
護
の
被
保
護
者
と

な
っ
て
い
る
場
合
な
ど
は
対
象
外
で
す
。）

　

対
象
児
童
１
人
に
つ
き
１
万
円

▽ 

申
請
先
は
、
基
準
日
（
平
成
26
年
１
月

　

１
日
）
に
お
い
て
住
民
登
録
が
さ
れ
て

い
る
市
町
村
と
な
り
ま
す
。

▽ 

申
請
手
続
き
は
、
平
成
26
年
度
分
の
課
税

が
確
定
す
る
６
月
以
降
と
な
り
ま
す
。
具

体
的
な
申
請
の
受
付
時
期
・
手
続
な
ど
に

つ
い
て
は
、決
ま
り
次
第
、広
報
紙
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼ 

問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　

 　
　

☎
62-

３
１
６
６

給
付
対
象
者

給
付
額

申
請
手
続

給
付
対
象
者

給
付
額

申
請
手
続

　

妊
娠
中
、
特
に
妊
娠
20
週
ご
ろ
ま
で
に
風

し
ん
に
か
か
る
と
、
赤
ち
ゃ
ん
に
耳
が
聞
こ

え
に
く
く
な
る
、
心
臓
に
奇
形
が
生
じ
る
、

目
が
見
え
に
く
く
な
る
な
ど
の
障
が
い
（
先

天
性
風
し
ん
症
候
群
）
が
現
れ
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
の
で
、
妊
娠
を
考
え
て
い
る
方
は

風
し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

▼ 

対
象
者　
三
春
町
に
住
所
を
有
す
る
方

で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

① 

接
種
日
当
日
、
満
19
歳
～
49
歳
の
将
来
的

に
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性

② 

妊
婦
の
夫

※ 

①
、
②
の
う
ち
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
を
２
回

接
種
済
の
方
と
風
し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と

が
明
ら
か
な
方
を
除
き
ま
す
。

▼ 

助
成
対
象
期
間

　
平
成
25
年
４
月
１
日
〜
平
成
26
年
３
月
31
日

※ 

平
成
25
年
４
月
１
日
以
降
す
で
に
予
防

接
種
お
よ
び
抗
体
検
査
を
受
け
ら
れ
た
方

も
助
成
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

▼ 

助
成
金
額　
ワ
ク
チ
ン
接
種
料
お
よ
び

検
査
料
と
し
て
医
療
機
関
に
支
払
っ
た
額

の
う
ち
、
町
の
基
準
と
な
る
額

▽ 

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン 

１
０
、０
０
０
円

▽ 
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン 

７
、０
０
０
円

▽ 
風
し
ん
抗
体
検
査 

６
、０
０
０
円

※ 

金
額
は
医
療
機
関
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

各
医
療
機
関
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼ 

助
成
方
法　
保
健
セ
ン
タ
ー
に
電
話
で

お
申
し
込
み
い
た
だ
く
と
、
助
成
申
請
に

必
要
な
書
類
を
送
付
し
ま
す
。

▼ 

申
込
・
問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　

 　
　
　
　
　

☎
62-

３
１
６
６

成
人
の
風
し
ん
予
防
接
種
・

　
抗
体
検
査
を
助
成
し
ま
す

　

三
春
町
で
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
観
点
か
ら

環
境
負
荷
の
少
な
い
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、
自
ら
が
居
住
す
る
住
宅
に
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
設
備
（
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
、
蓄
電

池
シ
ス
テ
ム
）
を
導
入
す
る
方
に
設
置
費
の
一
部

を
補
助
金
と
し
て
助
成
し
て
い
ま
す
。
助
成
を
希

望
す
る
方
は
、
必
ず
設
置
前
に
申
請
を
行
い
、
交

付
決
定
を
受
け
て
か
ら
工
事
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
補
助
金
の
申
請
は
、
平
成
26
年
３
月
31

日
ま
で
に
、
工
事
の
完
了
お
よ
び
実
績
報
告
書
の

提
出
が
で
き
る
よ
う
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

● 

補
助
対
象
と
な
る
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器

　
お
よ
び
補
助
金
額

▼ 

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

　

住
宅
用
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
で
、
電

力
会
社
と
電
力
受
給
契
約
を
締
結
す
る
も

の
。
設
置
す
る
機
器
は
出
力
が
10
ｋ
Ｗ
未
満

で
未
使
用
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

▽ 

補
助
金
額　
１
ｋ
Ｗ
当
た
り
２
万
円

　

 （
上
限
５
ｋ
Ｗ
）
※
千
円
未
満
切
り
捨
て

▼ 

蓄
電
池
シ
ス
テ
ム

　

国
の
補
助
金
対
象
と
な
る
定
置
用
リ
チ
ウ

ム
イ
オ
ン
蓄
電
池
シ
ス
テ
ム
で
、
蓄
電
池
、

イ
ン
バ
ー
タ
お
よ
び
充
電
器
に
よ
り
構
成
さ

れ
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
こ
と
。
設
置
す
る
機

器
は
未
使
用
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

▽ 

補
助
金
額　

補
助
対
象
経
費
の
３
分
の

　

１
以
内
の
額
（
上
限
30
万
円
）

※ 

千
円
未
満
切
り
捨
て

※ 

詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

　

た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼ 

申
込
・
問　
住
民
課 

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　

 　
　
　
　
　

☎
62-

２
１
４
７

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
等
の

設
置
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
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● 町内小中学校等・主な施設・都市公園等の環境放射線量測定値

平成23年
５月23日
0.58
0.78
0.50
1.05
1.18
0.61
0.39
0.59
1.23
0.66
0.50
0.95
1.11
0.36
0.69

（0.13）
（0.11）
（0.09）
（0.14）
（0.13）
（0.12）
（0.11）
（0.12）
（0.16）
（0.15）
（0.12）
（0.29）
（0.21）
（0.12）
（0.15）

平成25年
12月10日

平成26年
1月14日

1
2
3
4
5
6
7
8
９
10
11
12
13
14
15

三春小学校
沢石小学校
要田小学校
御木沢小学校
岩江小学校
中妻小学校
中郷小学校
三春中学校
岩江中学校
第一保育所
第二保育所
北保育所
岩江幼稚園
中郷幼稚園
三春幼稚園

No. 測定施設
測定値

0.14
0.14
0.11
0.15
0.12
0.15
0.09
0.12
0.16
0.14
0.15
0.16
0.16
0.11
0.15

（0.09）
（0.10）
（0.07）
（0.09）
（0.09）
（0.08）
（0.11）
（0.11）
（0.13）
（0.08）
（0.06）
（0.11）
（0.09）
（0.11）
（0.08）

0.12
0.11
0.09
0.14
0.11
0.14
0.09
0.10
0.15
0.14
0.13
0.14
0.15
0.12
0.13

（0.08）
（0.10）
（0.08）
（0.10）
（0.10）
（0.08）
（0.10）
（0.12）
（0.11）
（0.08）
（0.06）
（0.10）
（0.10）
（0.10）
（0.08）

◆ 中妻地区仮置き場の空間線量測定結果

※ 仮置き場平場周りなどの４箇所（高さ１ｍ）を測
　定しています。

測定点①
0.12
0.12
0.12
0.11

測定点② 測定点③ 測定点④
0.15
0.15
0.15
0.14

0.12
0.12
0.12
0.11

0.17
0.17
0.18
0.15

平成25年12月4日
平成25年12月11日
平成25年12月18日
平成25年12月25日

測定日

0.12
0.13
0.11
0.13
0.20
0.36
0.13
0.15
0.14
0.17

1cm高 遊具砂場
0.17
0.20
-
0.10
0.20
-
0.12
0.15
0.13
-

0.12
0.19
0.13
0.14
0.29
0.30
0.13
0.15
0.13
0.32

1
2
3
4
5
6
7
8
９
10

担橋公園
河原公園
田畑公園
中央公園
一本松公園
城山公園
庚申坂公園
番組公園
八十内公園
ばんとう緑地

No. 測定施設
平成26年1月8日

● 環境放射線量に関する問い合わせ先
○ 学校などの施設　教育課 学校教育グループ ☎ 62-6310
○ 学校以外の施設／仮置き場　除染対策課 ☎ 62-1122
○ 都市公園　建設課 都市グループ ☎ 62-2113

● 仮置き場の空間線量測定値

◆ 北部三地区仮置き場の空間線量測定結果

※ 仮置き場平場周りなどの７箇所（高さ１ｍ）を測定しています。

測定点①
0.15
0.15
0.18
0.12

測定点② 測定点③ 測定点④ 測定点⑤ 測定点⑥ 測定点⑦
0.18
0.16
0.20
0.16

0.18
0.16
0.14
0.14

0.13
0.17
0.14
0.13

0.14
0.13
0.16
0.13

0.17
0.14
0.17
0.13

0.12
0.13
0.12
0.11

平成25年12月4日
平成25年12月11日
平成25年12月18日
平成25年12月25日

測定日

　現在、町で独自に測定している小中学校、保育所、幼稚園、主な施設や都市公園の環境放射線量測定値をお知ら
せします。
※ 単位はマイクロシーベルト／時間です。
※ 町内小中学校等・主な施設の環境放射線量の測定は、地上１メートルで計測しています。
※ 町内小中学校等の空間線量測定結果のかっこ内は室内の数値です。
※ 都市公園等空間線量測定結果の施設３、６、10 には砂場がありません。

　現在、除去土壌などの受入れを行っている北部三地区と中妻地区の仮置き場の空間線量の測定結果をお知らせします。
　また、地下水などの放射性物質検査も実施しており、北部三地区と中妻地区の仮置き場の井戸や調整池など、い
ずれも検出限界値未満となっています。（単位：マイクロシーベルト／時間）

 環境放射線量測定値をお知らせします

平成23年
５月23日

平成26年
1月15日

平成25年
12月9日

16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32

JAたむら御木沢センター
七草木集会所
田村西部環境センター
垢潜集落センター
実沢５区集会所
南成田集会所
要田交流館大平荘
三春浄水場
花見ケ丘公園
過足集会所
狐田集会所
三春ダム（左岸）
斎藤集会所
鷹巣公民館
下舞木２区集会所
山田沫蕩神社駐車場
三春町清掃センター

No. 測定施設など
測定値

1.30
1.12 
1.30
1.07 
0.85
0.52 
0.65 
0.41 
0.38 
0.59 
0.45 
0.54 
0.49
0.77 
1.33 
1.03
0.75 

0.35
0.19
0.25
0.20
0.23
0.15
0.21 
0.21
0.21 
0.18 
0.21
0.26 
0.16
0.14 
0.41 
0.39
0.34 

0.38
0.21
0.31
0.19
0.25
0.16
0.23 
0.21
0.22 
0.19 
0.21
0.27 
0.17
0.34 
0.42 
0.43
0.33 

◆ 町内小中学校等の空間線量測定結果 ◆ 主な施設の空間線量測定結果 ◆ 都市公園等の空間線量測定結果
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① ベクレル調べるセンターは、公的認証機関ではないため、簡易検査として実施しています。
　 測定結果は、あくまでも参考であり、これを出荷および摂取制限等の根拠とするものではありません。
② 測定データの利用について
　 測定結果は町で記録・公表するほか、放射線対策のため国・県に提供します。
③ これらの検体は、個人が自家用に使用するためのものであり、産地も必ずしも三春であるとは限りません。
　 農家が生産し出荷している農産物は、県のモニタリング調査で管理されており、基準値を超えるものが流通・
　販売されることはありません。

※ 一般食品の基準値　100 ベクレル /kg（平成 24 年 4 月 1 日からの基準値 )　　　

ベクレル調べるセンター
食品等の放射性物質（セシウム）検査結果

平成 25 年４月１日～平成 25 年 12 月 31 日

◆ 食品中の放射性物質の傾向について
◇ 野菜、豆類、穀類はほとんどのものが 20 ベクレル /kg（検出限界値）未満です。
◇ 山菜、きのこ類で基準値を超えるものが多く、特に野生きのこ（シイタケ等）では7割以上のものが基準値を超えています。
◇ 果実類では栗で基準値を超えるものがありました。また、野生の猪肉は基準値を超えています。
◇ 一般食品の基準値は 100 ベクレル /kg です。基準値を超えるものは摂食を控えるようにしましょう。
▶ 問　住民課 生活環境グループ 検査所担当　☎ 62-2147

100ベクレル
を超えたもの

最大値
（ベクレル／kg)

カボチャ、キャベツ、キュウリ、ジャガイモ、タマネ
ギ、大根、トマト、ナス、ネギ、白菜、ブロッコリー、
ホウレンソウ、クレソンなど

小豆、インゲン、黒豆、大豆など

ウド、タケノコ、タラの芽、フキ、ワラビ、コシアブラなど

シイタケ、なめこ、ヒラタケ、サルノコシカケなど

玄米、白米など

梅、柿、キウイ、栗、ブルーベリー、ゆずなど

梅干し、干し柿、凍み餅など

猪肉、米ぬか、ハチミツなど

区分
検体数（件）

例示
総検体数 100ベクレル

以下のもの

野菜

豆類

山菜

きのこ

穀類

果実

加工食品

その他

合計

1407

180

416

48

21

211

94

49

2426

1407

180

401

13

21

210

93

44

2369

0

0

15

35

0

1

1

5

57

44
（クレソン）

検出限界値
20ベクレル未満

742
（コシアブラ）

976
（サルノコシカケ）

37
（玄米）
141
（栗）
152

（梅干し）
244

（猪肉）

● 平成 26 年産米の放射性セシウム吸収抑制対策
　町では、町内産の米の安全を確保するため、ＪＡたむらとともに土壌中の放射性セシウムの吸収を抑制する対策
に取り組んでいます。
　このため、平成 25 年産米に引き続き、平成 26 年産米についてもカリ肥料を農家の皆さんに無償配布します。
　希望される農家の方は、申込書が届きましたら、平成 26 年産米の作付予定面積を記入のうえ、指定された期限
までに町またはＪＡたむらへ提出してください。
　対象水田は、「営農計画書」に記載されたすべての水稲作付面積です。水稲を作付しない水田は除きます。
　農家の皆さんには、カリ肥料の施肥を徹底していただきますよう、ご理解とご協力をお願いします。
▶ 問　除染対策課 ☎ 62-1122
　　　 ＪＡたむら西部アグリ事業所 ☎ 61-1112
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岩　江
中　妻
要　田

三　春

沢　石
御木沢
中　郷

月曜日

火曜日

水曜日

木曜日

金曜日

岩江センター
中妻地区公民館
要田交流館大平荘
保健センター
八島台集会所

沢石会館
駅前集会所

自然観察ステーション

曜日地区 会場 ２月開催日
3日・10日・17日・24日

4日・18日・25日

5日・12日・19日・26日

6日・13日・20日・27日

7日・14日・21日・28日

◆「にこにこ元気塾」地区別開催日一覧

※ 2 月 11 日（火）は祝日のため休みです。

 にこにこ元気塾通信　講師の皆さんを紹介します

▶ 問　保健センター ☎ 62-3166
▶ 参加申込先　社会福祉協議会 ☎ 62-3950

◎ 三春病院 管理栄養士
　 戸松 明子さん
　いつもにこにこ元気
塾 の 皆 さ ん に 元 気 を
もらっています。元気
に生活できるお手伝い
が少しでもできればと
思っています。

▶ にこにこ元気塾の概要は、次のとおりです。
▷ 対象は、三春町在住の 65 歳以上で、介護認定を受けて

いない方です。
▷ 各地区毎週１回開催し、１年をとおして実施します。
▷ 毎月第１週から第３週までは「専門の講師」が運動、栄

養、口腔について丁寧に指導します。
▷ 社会福祉協議会の職員がサポートし、送迎も行います。
▷ 参加費は無料です。ご希望の方は、400 円で昼食を用

意します。

◎ 南東北病院 理学療法士
　 室井 宏育さん
　いつも楽しく参加させて
頂いています。運動の方法
や目的も理解され、効果を
実感できるようになったの
ではないでしょうか？今後
も継続をお願いします。

◎ 歯科衛生士
　 小黒 幸子さん
　歯みがきに時間をかけ丁
寧に行ってくださるように
なり、参加されている皆さん
のお口の中はとてもきれいで
す。これはインフルエンザの
予防にも繋がっています。

◎ 三春病院 言語聴覚士
　 保富 真衣さん
　いつまでもいきいき元気
でいられるように歯みがき
や飲込みなど、お口の機
能のお話しをしています。
よろしくお願いします。

◎ 歯科衛生士
　 渡辺 末子さん
　口腔ケアで美味しく食
べ、楽しく会話しましょ
う。これからもよろしく
お願いします。

◎ 管理栄養士
　 保住 キミさん
　毎日の食生活を楽し
く送るヒントを皆さん
で一緒に考えましょう。

◎ 星総合病院 健康運動指導士
　 松井 義樹さん
　「♪三春はとてもいい
ところ～みんなで元気
に暮らしましょう～♪」
三春町体操でにこにこ
＆元気になりましょう。

◎ 南東北病院 理学療法士
　 高田 和秀さん
　元気な皆さんと楽しく体
操をして、私自身も皆さん
からパワーをいただいてい
ます。これからも痛みを予
防し、元気に過ごせるよう
に運動を継続しましょう。

 塩分のとり過ぎに注意して高血圧予防
　高血圧は、初期の段階ではあまり自覚症状がありません。放っておくと、ある日突然、心臓病や脳卒中といった
死をもたらす発作につながるおそれがあります。
　塩分のとり過ぎは、血管に与えるイメージが大きいことがわかっています。高血圧対策は、まず食生活の減塩か
ら始めてみましょう。
～誰でもできる減塩食生活のコツ～
● 食材本来の味を楽しみましょう。
● 食べ方を工夫してみましょう。（「かける」から「つける」習慣づけを）
● みそ汁は一日一杯、漬け物はなるべく控えましょう。
● 外食する時は「定食スタイル」を選ぶようにしましょう。
● だし汁の旨味や酸味（酢やレモンなど）や香り（スパイスなど）を上手に使いましょう。
● 麺類は必ず汁を残しましょう。
　ラーメンのスープを飲んだ時の食塩量は？（全部飲んだ時 約７ｇ、半分飲んだ時 約４ｇ、全部飲残した時 約２ｇ）
　一日の塩分摂取量の目安は男性 9g 未満、女性 7.5g 未満です。
▶ 問　保健センター ☎ 62-3166
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　「にこにこ元気塾」では運動や口腔、栄養について、専門の講師の方々に親切丁寧にご指導いただいています。
　参加者の皆さんも気軽に質問したり、運動の仕方を教わっています。今回は、その講師の方々をご紹介いたし
ます。
　「にこにこ元気塾」では、見学や申込みを随時行っていますので、ぜひ見学にお越しください。



◆ 

全
日
本
高
校
候
補
選
手

　
　
13
名
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た

　

12
月
17
日
、
２
学
期
終
業
式
に
先
立
ち
賞

状
伝
達
式
、
駅
伝
壮
行
会
、
全
日
本
高
校
候

補
選
手
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

賞
状
伝
達
式
で
は
、
２
学
期
に
お
け
る
各
部
活

動
の
実
績
が
紹
介
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
の
代
表

に
長
岐
校
長
よ
り
賞
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
日
本
高
校
候
補
選
手
紹
介
で
は
、

全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
・
エ
リ
ー
ト
合
宿
に
参
加

し
た
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部
の
近
内
三

孝
さ
ん
（
３
年
）
を
は
じ
め
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
部
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
、
ボ
ー
ト
部
、
ウ

エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部
、
柔
道
部
、
陸
上

競
技
部
か
ら
13
名
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
最

後
に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
全
日
本
ユ
ー
ス
男
子

代
表
候
補
に
選
ば
れ
た
鈴
木
真
伍
さ
ん
（
１

年
）
が
代
表
で
挨
拶
し
、
全
日
本
候
補
と
し

て
の
矜
持
を
語
り
ま
し
た
。

◆ 

体
育
科
３
年
生
に
よ
る
卒
業

　
研
究
発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し
た

　

12
月
11
日
、
体
育
科
３
年
の
卒
業
研
究
発
表

会
が
本
校
視
聴
覚
室
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
卒

業
研
究
は
、
体
育
科
専
門
科
目
「
ス
ポ
ー
ツ
総

合
演
習
」
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
て
お
り
、
生

徒
一
人
ひ
と
り
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
成
果
を

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
形
式
で
発
表
し
ま
し
た
。

　

研
究
テ
ー
マ
の
例
と
し
て
「
メ
ン
タ
ル
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
と
競
技
力
の
関
係
性
」「
空
間
認

知
能
力
に
つ
い
て
」「
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
に
つ
い

て
」
な
ど
、
所
属
す
る
部
活
動
で
芽
生
え
た

そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
意
識
を
追
究
し
ま
し
た
。

　

発
表
会
に
は
体
育
科
の
１
、２
年
生
も
参

加
し
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
後
は
質
疑
応

答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
先
輩
の
研
究
成
果
を

生
か
し
、
競
技
力
を
一
層
向
上
さ
せ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

真剣に問題に取り組む３年生

◆ 

田
村
女
子

　
　
　
今
年
度
も
都
大
路
で
快
走

　

12
月
22
日
に
京
都
市
で
行
わ
れ
た
全
国
高

校
女
子
駅
伝
競
走
大
会
に
６
年
連
続
19
度
目

の
出
場
を
果
た
し
た
田
村
高
校
女
子
は
１
時

間
11
分
30
秒
の
タ
イ
ム
で
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
、

順
位
は
26
位
と
な
り
ま
し
た
。

　

惜
し
く
も
県
代
表
を
逃
し
、
東
北
大
会
で

得
た
特
別
出
場
枠
に
よ
る
出
場
で
し
た
が
、

１
区
で
田
邉
美
咲
さ
ん
（
３
年
）
が
区
間
14

位
を
得
る
な
ど
健
闘
し
ま
し
た
。

　

白
岩
良
子
同
窓
会
長
は
じ
め
約
２
０
０
人

の
応
援
団
が
京
都
市
西
京
極
の
陸
上
競
技
場

に
駆
け
つ
け
熱
い
声
援
を
送
り
ま
し
た
。

　

出
場
し
た
選
手
の
う
ち
２
人
は
全
国
都
道

府
県
女
子
駅
伝
大
会
の
県
代
表
に
も
選
ば
れ

ま
し
た
。

　

な
お
、
京
都
に
向
か
う
20
日
の
朝
、
本
校

に
て
出
発
式
を
行
い
、
鈴
木
町
長
に
挨
拶
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆ 

勉
強
も
頑
張
る
！

　
　
　
各
学
年
で
冬
季
課
外
実
施

　

12
月
18
日
か
ら
１
月
８
日
ま
で
冬
休
み
で

し
た
が
、
３
年
生
は
12
月
18
日
か
ら
27
日
ま

で
、
１
、２
年
生
は
18
日
か
ら
25
日
ま
で
、

普
通
科
特
進
コ
ー
ス
全
員
と
一
般
コ
ー
ス
の

希
望
者
対
象
に
冬
季
課
外
を
実
施
し
ま
し
た

（
土
日
祝
を
除
く
）。
特
に
３
年
生
は
入
試
を

間
近
に
控
え
た
追
い
込
み
と
い
う
こ
と
で
、

進
路
別
に
講
座
を
編
成
し
て
い
ま
す
。
大
学

入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
を
受
験
す
る
予
定
の
29

名
も
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
入
試

本
番
で
は
、
部
活
動
な
ど
で
鍛
え
た
「
ガ
ッ

ツ
」
と
「
粘
り
」
を
発
揮
し
て
く
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

▼ 

問　
福
島
県
立
田
村
高
等
学
校

　
　
　

 

☎
62-

２
１
８
５

プレゼンテーションを行う体育科３年生

鈴木体育科主任から紹介を受ける全日本候補選手

出発式で挨拶する鈴木町長
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● 三春町教育研究発表会のお知らせ

問い合わせ先　教育課　学校教育グループ　☎ 62-6310

地域の子どもは地域のみんなで育てましょう！

▼ 

滝
桜
を
守
る
会

　

昨
年
度
は
、
滝
桜
の
種
を
拾
い
、
本
校
児
童
の
代
表
が
、
種
を
携

え
て
イ
ギ
リ
ス
ま
で
赴
き
、
シ
ー
ド
バ
ン
ク
に
納
め
て
き
ま
し
た
。

今
年
も
、
東
京
都
建
設
局
の
依
頼
で
滝
桜
の
種
を
拾
い
、
同
局
に
寄

贈
し
ま
し
た
。
こ
の
種
は
、
東
京
都
を
通
じ
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に

届
け
ら
れ
る
予
定
で
す
。
何
年
か
後
に
は
、
子
ど
も
た
ち
の
関
わ
っ

た
滝
桜
が
、
日
本
の
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
や
日
本
と
世
界
を
つ
な
ぐ
絆

と
し
て
人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
今
後
も
、

全
校
生
で
滝
桜
を
守
る
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

▼ 

縄
も
じ
り
・
し
め
縄
づ
く
り

　

中
郷
小
学
校
は
、
平
成
25
年
度
か
ら
保
護
者
や
地
域
と
の
協
働
に

よ
る
学
校
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
地
域
と
学
校
の
双
方
向
連
携
の
主
な
活
動
と
し

て
、
縄
も
じ
り
・
し
め
縄
づ
く
り
や
、
中
郷
敬
老
会
で
の
全
校
生
で

の
合
唱
披
露
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

し
め
縄
づ
く
り
は
、
地
域
老
人
会
の
方
々
を
講
師
に
お
願
い
し
て
、
１
、

２
年
生
は
、
縄
も
じ
り
の
基
本
を
覚
え
る
右
も
じ
り
、
三
年
生
は
、
し
め
縄

づ
く
り
の
前
段
と
し
て
の
左
も
じ
り
、
四
年
生
以
上
は
、
し
め
縄
づ
く
り
を

教
え
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
六
年
間
、
毎
年
経
験
す
る
と
上
手
に
し
め
縄

が
作
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
活
動
の
お
礼
と
し
て
、
老
人
会
の
方
一
人
ひ

と
り
に
子
ど
も
た
ち
の
手
紙
と
記
念
の
写
真
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

中
郷
小
学
校
編

教
育
ト
ピ
ッ
ク
ス

教
育
ト
ピ
ッ
ク
ス
〜 

我
が
校
の
教
育
Ｎ
Ｏ
Ｗ 

〜

滝桜の種贈呈式での記念撮影

できあがったしめ縄

　三春町教育研究発表会を２月 13 日（木）午後３時から、三春交流館「まほらホール」で開催します。町内の学校の校内授
業研究会の成果や各学校代表教職員による「三春町学校教育研究員会」の発表が主な内容です。本町の教職員が日々研修に取
り組んでいる成果を発表します。
　本年度の学校教育研究員会は、『個性を生かす「三春の教育」の創造』をテーマに、「Ａグループ：個性を生かし、言語活動
の充実を図る教科教育の創造（2 年次）～小学校国語科と算数科の授業づくりを通して～」、「Ｂグループ：小学校と中学校が
連携した、個性を生かす外国語教育の創造～英語に親しみ、遊んで人と関わり、コミュニケーションを図ろうとする、児童・
生徒の育成を目指して～」という２つの課題を設定し、グループ研究を進めてきました。町民の方も、ぜひご参加ください。

● 三春町教育研修会が行われました
　12 月 25 日、三春交流館「まほらホール」において、三春町教育研修会「特別支援教育はもはや特別ではない
～インクルーシブ教育のすすめ～」が行われました。特別支援教育に関する日本国内の著名な先生方をお招きし、
基調講演、シンポジウムと有意義な研修会となりました。また、町民の方をはじめ、町内教職員および県内各地、
遠くは愛知県豊川市など、200 名近くの皆さんに参加いただきました。
　基調講演では、宮﨑英憲先生（東洋大学名誉教授）から、『インクルーシブ教育システム構築と今後の特別支援
教育』という題で、これまでの特別支援教育の経緯、三春小学校の実践の意義（地域支援ネットワークの大切さ）、
共生社会に向けた今後の取り組みなどについて話がされました。
　シンポジウムでは、４名のシンポジスト、渡辺和弘先生（竹早学園）、齋藤忍先生（三春小）、関剛男先生（三春
小）、漆澤恭子先生（植草学園短期大学教授）、それぞれから発言いただくとともに、会場からは、町保健福祉課や
三春小学校、保育所の先生にも発言いただき、充実したシンポジウム、意見交換となりました。
　講評では、持舘康成先生（県教育庁県中教育事務所指導主事）、丹羽登先生（文部科学省特別支援教育調査官）、
宮﨑英憲先生（東洋大学名誉教授）から三春の特別支援教育の今後に向けて貴重な助言などがありました。

講評のようすシンポジウムのようす基調講演のようす
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町立三春病院News町立三春病院News

外来診療のご予約　☎ 73-8155　　
問い合わせ先 町立三春病院事務部　☎ 62-3131

世界対がんデー（２月４日）
　世界 120 か国より 400 の対がん組織からなる団体である国際対がん連
合（UICC）が、2000 年の「対がん同盟結成を呼びかけるパリ憲章」に
基づき制定した記念日です。がんへの意識向上と予防、検出、治療への
取り組みを促すために、啓発活動が行われています。

＜日曜診療日＞
★２月２日、16 日
★受付時間
　8 時 45 分～ 11 時 30 分

★ 路面凍結につき通行にご注意ください

　降雪や寒気により路面が
凍 結 し 易 く な っ て お り ま
す。除雪や融雪剤散布など
の対応を行っていますが、
通行の際にはご注意くださ
い。

★ 健康講座開催

　12 月 21 日「お正月を楽しく過ごして、生活習慣病予防のチャレンジ！」をテーマに健康講座を開催しました。
　渡辺病院長と佐藤理学療法士、戸松管理栄養士の３人の講師がそれぞれ専門分野について講演を行い、参加
者はメモを取ったり熱心に受講していました。

★ 田村警察署感謝状

　12 月 16 日、警察嘱託医として検視業務を行っ
てきたことに対し、感謝状を授与されました。今
後も地域に根ざした病院運営に努めて参ります。

健康講座のようす 渡辺病院長 佐藤理学療法士 戸松管理栄養士

★ 年越し蕎麦振る舞い

　大晦日の夜を病院で過ごされる患者さんのご家族および付き添いの方々
に、温かいお蕎麦で年越しを迎えていただきたいとの願いを込めて、年越
し蕎麦を振る舞いました。職員が心を込めて調理した温かいお蕎麦を提供
し、ご好評いただきました。

蕎麦振る舞いのようす

病院南側の道路のようす

感謝状授与のようす
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12 月９日～ 1 月８
日に寄附・ボラン
ティアしていただ
いた方 （々敬称略・
順不同）

（
三
春
町
へ
）

▼ 

寄
附

▽ 

寄
附
金　
や
わ
ら
ぎ
乃
湯
代
表
取

締
役
影
山
勝
夫
（
馬
場
）
／
佐
藤　

太
郎
（
芹
ケ
沢
）

（
児
童
館
へ
）

▼ 

寄
附

▽ 

物
品　
山
口
功
（
山
形
県
）

（
社
会
福
祉
協
議
会
へ
）

▼ 

寄
附

▽ 

寄
附
金　
三
春
町
幼
稚
園
・
光
の
子
保
育
園

▽ 

地
域
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

　

増
子
忠
一
（
山
田
）
郡
山
信
用
金
庫

三
春
支
店
／
三
春
仏
教
和
合
会
／
荒

井
堅
二
（
平
沢
）

▽ 

物
品　
増
子
忠
一
（
山
田
）
／
佐
久

　

間
重
夫（
八
幡
町
）／
鼡
田
ヤ
イ
子（
八

　

幡
町
）
／
小
林
東
子
（
八
幡
町
）

▼ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

三
春
町
赤
十
字
奉
仕
団
／
ひ
ま
わ
り
の
会

／
田
村
高
校
Ｊ
Ｒ
Ｃ
／
三
春
新
生
教
会
／
三
春

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｋ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
／
平
沢
な
か
よ
し
会
／
八
幡

会
／
上
野
ト
ク（
平
沢
）／
村
上
貞
子（
八
島
台
）

／
齋
藤
キ
ミ
子（
大
町
）／
橋
本
ミ
ツ
子（
担
橋
）

／
橋
本
ア
イ
子
（
雁
木
田
）
／
山
下
洋
子
（
小

浜
海
道
）
／
橋
本
光
子
（
御
免
町
）
／
石
塚
ハ

ツ
ヨ
（
荒
町
）
／
宗
像
文
子
（
船
引
町
）

【
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
】

▽ 

小
林
弘
典
（
埼
玉
県
）



 

無
病
息
災
・
五
穀
豊
穣
を
願
い

　

 

西
方
水
か
け
ま
つ
り
開
催

 

次
世
代
省
エ
ネ
照
明

　
　
　
　

 

が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た

 

〜
さ
あ
、
二
十
歳
だ
。
選
挙
に
行
こ
う
〜

　
　
　
　
　
　

 

成
人
式
で
模
擬
投
票

　

１
月
１
日
、
塩
竈
神
社
近
く
の
水
田
で
「
西

方
水
か
け
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
、
西
方
地
区
の

６
名
の
若
連
会
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

昨
年
会
員
が
結
婚
し
た
こ
と
か
ら
、
結
婚
し

た
人
の
家
を
酒
を
酌
み
交
わ
す
「
宿
」
に
し
、
酒

を
飲
み
体
を
温
め
た
後
、
大
滝
根
川
で
み
そ
ぎ

を
行
い
、塩
竈
神
社
に
参
拝
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

水
を
張
っ
た
水
田
を
駆
け
回
り
な
が
ら
、
バ
ケ
ツ

に
く
ん
だ
冷
た
い
水
や
泥
を
か
け
合
い
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、水
か
け
ま
つ
り
を
一
目
見
よ
う
と
、

多
く
の
方
が
訪
れ
、
水
や
泥
が
飛
び
交
う
た
び
、

大
き
な
歓
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

水
か
け
ま
つ
り
は
、
地
区
の
無
病
息
災
、
五

穀
豊
穣
、
子
孫
繁
栄
、
そ
し
て
東
日
本
大
震
災
か

ら
の
復
興
に
も
願
い
を
込
め
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

水や泥を掛け合う若者たち

　

ホ
リ
ス
ト
ン
ポ
リ
テ
ッ
ク
株
式
会
社
よ
り
町

へ
、
同
社
が
製
品
化
し
た
次
世
代
省
エ
ネ
照
明

（
Ｃ
Ｃ
Ｆ
Ｌ
直
管
形
蛍
光
灯
）
が
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。
昨
年
７
月
よ
り
、
三
春
町
保
健
セ
ン
タ
ー

内
の
照
明
が
省
エ
ネ
照
明
に
切
り
替
わ
っ
て
い

ま
す
。

　
「
Ｃ
Ｃ
Ｆ
Ｌ
」
は
「
Ｃ
ｏ
ｌ
ｄ 

Ｃ
ａ
ｔ
ｈ
ｏ
ｄ

ｅ 

Ｆ
ｌ
ｕ
ｏ
ｒ
ｅ
ｓ
ｃ
ｅ
ｎ
ｔ 

Ｌ
ａ
ｍ
ｐ
」
の

略
称
で
、
一
般
的
に
冷
陰
極
蛍
光
管
と
呼
ば
れ
、

省
電
力
、
長
寿
命
が
期
待
で
き
、
導
入
コ
ス
ト

が
比
較
的
低
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

寄贈された保健センターの省エネ照明

　

１
月
12
日
に
行
わ
れ
た
平
成
26
年
三
春
町
成

人
式
に
お
い
て
、
二
十
歳
と
な
り
選
挙
権
を
有

す
る
こ
と
と
な
っ
た
新
成
人
の
皆
さ
ん
に
、
選

挙
を
体
験
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
三
春
町
選
挙

管
理
委
員
会
と
三
春
町
明
る
い
選
挙
推
進
協
議

会
の
共
催
で
模
擬
投
票
を
行
い
ま
し
た
。

　

模
擬
投
票
は
、
三
春
王
国
中
央
選
抜
選
挙
と

題
し
て
行
わ
れ
、
成
人
式
当
日
に
来
場
さ
れ
た

１
９
８
名
の
新
成
人
の
う
ち
、
１
４
１
名
の
皆

さ
ん
に
投
票
を
体
験
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

投
票
を
行
っ
た
新
成
人
の
み
な
さ
ん
は
、
初

め
て
の
選
挙
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
、
投
票
用
紙

に
候
補
者
名
を
記
載
し
、
投
票
箱
に
投
函
し
て

い
ま
し
た
。
模
擬
投
票
の
結
果
は
「
春
野
さ
く

ら
」
98
票
、「
春
瀬
も
も
か
」
17
票
「
春
宮
う
め

の
」
22
票
、
無
効
票
４
票
で
し
た
。

　

選
挙
権
は
、
成
人
の
皆
さ
ん
の
大
切
な
権
利

で
す
。
棄
権
し
な
い
で
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

模擬投票を体験する新成人

模擬投票で当選した
「春野さくら」

12



國
分
ソ
メ
ヨ
さ
ん
、
佐
藤

太
郎
さ
ん

百
歳
賀
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 

む
か
し
ば
な
し
講
演
会

　
　
　
　

を
開
催
し
ま
し
た

　

こ
の
た
び
、
め
で
た
く
満
百
歳
に
な
ら
れ
た
國
分
ソ
メ
ヨ
さ
ん
（
あ
ぶ
く
ま
荘
）
の
賀
寿

贈
呈
式
は
、
12
月
27
日
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
あ
ぶ
く
ま
荘
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
佐
藤

太
郎
さ
ん
（
芹
ケ
沢
）
の
賀
寿
贈
呈
式
は
、
１
月
８
日
佐
藤
さ
ん
の
自
宅

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

國
分
さ
ん
と
佐
藤
さ
ん
に
は
、
福
島
県
か
ら
知
事
賀
寿
と
会
津
塗
り
木
杯
、
三
春
町
か
ら
賀
寿
と

祝
金
が
そ
れ
ぞ
れ
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
國
分
さ
ん
と
佐
藤
さ
ん
の
益
々
の
ご
長
寿
を
お
祈
り
し
ま
す
。

鈴木町長から賀寿贈呈を受ける國分ソメヨさん

鈴木町長から賀寿贈呈を受ける佐藤 太郎さん

 

凧
作
り
教
室

  

み
ん
な
で
凧
揚
げ
を
楽
し
む

　

１
月
４
日
、
さ
く
ら
湖
自
然
観
察
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
で
、
凧
作
り
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回

の
凧
作
り
教
室
に
は
、
幼
児
か
ら
小
学
生
、
保

護
者
あ
わ
せ
て
約
30
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
講
師
の
指
導
を
受
け

な
が
ら
、
凧
に
今
年
の
干
支
の
午
の
絵
な
ど
を

描
い
た
り
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

凧
を
作
っ
て
、
凧
揚
げ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

凧作り教室に参加した皆さん

　

12
月
18
日
、三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」
に
お
い
て
、

町
民
図
書
館
主
催
「
む
か
し
ば
な
し
講
演
会
～
聞
く

楽
し
み
と
語
る
楽
し
み
～
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

大
玉
村
「
森
の
民
話
茶
屋
」
店
長
の
後
藤
み
づ
ほ

さ
ん
を
講
師
に
お
迎
え
し
、
民
話
や
む
か
し
ば
な
し

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
「
寄
り
合
い
餅
」
や
「
月
の
夜
ざ
ら
し
」
と
い
っ
た
、

県
内
の
も
の
を
中
心
と
し
た
民
話
が
臨
場
感
た
っ
ぷ

り
に
語
ら
れ
、
集
ま
っ
た
町
内
外
約
30
名
の
参
加
者

は
、
そ
の
奥
深
い
世
界
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

むかしばなし講演会のようす

 

平
成
26
年
の
無
事
故

　
　
　
　

を
祈
願
し
ま
し
た

　

１
月
４
日
、
三
春
町
交
通
対
策
協
議
会
、
交

通
安
全
協
会
三
春
町
連
合
会
お
よ
び
三
春
町
区

長
会
で
、
今
年
の
無
事
故
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

連
合
会
各
分
会
や
区
長
、
組
長
さ
ん
方
の
合

同
で
取
り
ま
と
め
た
無
事
故
祈
願
書
名
簿
を
奉

納
し
、
安
全
運
転
や
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
・

飲
酒
運
転
追
放
な
ど
を
誓
い
ま
し
た
。

無事故祈願のようす

 

八
幡
町
地
区
の
民
生
委
員
・

児
童
委
員
が
決
定
し
ま
し
た

　

三
春
町
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
定
数
54
名

で
す
が
、
去
る
平
成
25
年
12
月
１
日
付
け
で
厚

生
労
働
大
臣
お
よ
び
福
島
県
知
事
か
ら
53
名
が

委
嘱
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
１
名
欠
員
の
あ
り
ま
し
た
八
幡

町
地
区
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
決
定
し
ま

し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。
任
期
は
平
成
25
年

12
月
20
日
か
ら
平
成
28
年
11
月
30
日
ま
で
で
す
。

大槻としさん（八幡町）
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▶ 図書館（☎ 62-3375）
　2 月 3・5・10・11・17・24 日
▶ 体育施設（☎ 62-6212）
　2 月 3・10・12・17・24 日
▶ ステーション（☎ 61-1546）
　休まず営業しています
▶ 歴史民俗資料館・人形館
　（☎ 62-5263）
　2 月 3・10・12・17・24 日
▶ 三春交流館（☎ 62-3837）
　2 月 3・10・17・24 日
▶ 中央児童館（☎ 62-8666）
　日曜日、祝日
▶ 子育てサロン（☎ 62-2748）
　（第 2 保育所内）
　2 月 14・18 日
　土・日曜日、祝日
▶ 役場・保健センター
　土・日曜日、祝日

▶ 役場１階窓口
 　【毎週水曜日】
 　2 月 5・12・19・26 日
　 午後７時まで
 　【毎週日曜日】
 　2 月 2・9・16・23 日
　 午前８時 30 分〜 12 時
※ 取扱業務の内容は、お問い
　合わせください。
▶ 清掃センター
 　【土・日の持込みゴミの日】
 　2 月 15 日（土）・16 日（日）
　 午前 9 時〜午後 4 時

町民スキー教室参加者募集
　自然を身近に感じながら、スキーの基本的な技術とマナーを習得して楽し
くゲレンデを滑りましょう。
▶ 日　　時　２月 16 日（日）　午前７時 30 分出発～午後４時 30 分帰着（予定）
▶ 場　　所　沼尻スキー場（猪苗代町沼尻）
▶ 集合場所　町営グラウンド駐車場
▶ 対　　象　三春町在住・在勤・在学者、三春町スポーツ少年団指導者・団員
▶ 参 加 料　５００円（大人・子ども同額）
※ 未就学児は、保護者同伴。（同伴のみの場合は無料。）
※ 昼食代・レンタル料金 ･ リフト代は別となります。
▶ 募集人数　40 名
▶ 申込方法　三春交流館「まほら」備え付けの参加申込書に必要事項を記入
　し、参加料を添えて、三春交流館「まほら」へお申込みください。
※ ２日前までにキャンセルをされた場合は、全額お返しします。
※ 先着順とし、定員になり次第、締め切ります。
▶ 申込期限　２月 11 日（火）まで　午前８時 30 分～午後５時
※ 日曜日、月曜日を除く。
▶ 講　　師　三春スキークラブ
▶ 主　　催　三春町教育委員会（三春交流館）、三春町スポーツ少年団
▶ 申込・問　三春交流館「まほら」　☎ 62-3837

復興支援全国高等学校選抜柔道錬成三春大会開催
　一昨年、昨年に引き続き、同大会実行委員会主催の標記大会が開催されます。
　地元田村高校をはじめ、全国の柔道強豪校が出場しますので、ぜひ会場で
熱戦の様子をご覧ください。
▶ 日　時　２月７日（金）～９日（日）
　（大会は８日、午前９時から午後３時）
▶ 会　場　三春町民体育館
▶ 問　三春交流館「まほら」　☎ 62-3837

昨年大会のようす

三春交流館運営協会自主事業
　世界で活躍する 2 人のアリアや日本歌曲など、ソプラノとバリトンの織り
なす声の世界を存分にお楽しみください。

幸田浩子＆福島明也　ジョイントリサイタル

▶ 日　時 5 月 24 日（土）午後 2 時開演
▶ 入場料 全席指定　
 一般 3,000 円
 高校生以下 1,000 円
▶ 発売開始 2 月 27 日（木）午前 10 時
▶ 電話予約 2 月 28 日（金）午前 10 時
＊チケット購入の際は、みはるカードの満点
　カード（500 円）を使用できます。
▶ 問　三春交流館「まほら」　☎ 62-3837

幸田浩子

福島明也
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◆◆◆ 2 月から 3 月２日までのイベント情報 ◆◆◆

自然観察ステーションイベント情報自然観察ステーションイベント情報

　備長炭やレモンなどを使って電池を作ります。
▶ 日　時　２月８日（土）
　　　　　 午前 10 時～ 12 時
▶ 場　所　三春交流館「まほら」学習室 C・D
▶ 参加料　200 円
申込・問　自然観察ステーション ☎ 61-1546

　備長炭やレモンなどを使って電池を作ります。

電池づくり

 平成 26 年度明徳大学入学生募集
　明徳大学（中央高齢者学級）の平成 26 年度入学生（第 43 期生）を募集します。明徳大学は２年間の活動で、
高齢者として現代に沿った生き方を学び、地域における指導者的役割を担える人材となる資質と教養を身につける
ために、さまざまな学習を行います。参加を希望する方は、ぜひお申し込みください。
▶ 対　　象　年齢 60 歳以上の健康で学習意欲のある方
▶ 学習期間　平成 26 年４月～平成 28 年３月（２年間）
※ 年間の活動内容はお問い合わせください。
▶ 募集人数　15 名程度
※ 新入学生は 40 名ですが、上記は一般応募人数です。
　なお、募集人員を超えた場合は選考となります。
▶ 申込方法　備え付けの申込用紙に必要事項を記入のうえ、
　三春交流館「まほら」へお申し込みください。
▶ 申込期限　２月 25 日（火）
▶ 申込・問　三春交流館「まほら」　☎ 62-3837

M-NAVI 交流館 NEWS

2日（日）

2月
8日（土）
9日（日）

15日（土）
3月

16日（日）

国際アート＆デザイン専門学校卒業修了制作展

三春小学校合唱＆合奏部さよならコンサート

安積合唱協会第21回定期演奏会

三春おやこ劇場第38回例会「キマグレサーカス」

明徳大学の学習会（健康講座）のようす

 意見箱を設置しました ～みなさんの声をお聞かせください～
　町民の方々から意見や提案をいただき、それを町政に反映させることに
より、町民参加のまちづくりを進めるため、役場１階と交流館「まほら」
に設置していた意見箱を地区交流館にも設置しました。
　町政に対する意見・提案がありましたら、意見用紙に必要事項を明記の
うえ、投かんしてください。
　今までに寄せられた意見と町の回答は、町ホームページをご覧ください。
▶ 問　総務課 企画情報グループ　☎ 62-8125

設置した意見箱
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趣
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・
教
養



▼ 

内
容　

▽ 

親
子
遊
び
を
保
育
士
と
一
緒
に

楽
し
み
ま
す
。

▽ 

お
母
さ
ん
の
た
め
の
「
元
気

が
湧
い
て
く
る
交
流
会
」
を
開

き
ま
す
。

▽ 

交
流
会
の
間
、
お
子
さ
ん
は
、

遊
び
を
楽
し
み
ま
す
。

▽ 

お
子
さ
ん
、
お
母
さ
ん
に
困
っ

た
こ
と
が
あ
れ
ば
、
個
別
相
談

も
で
き
ま
す
。

▼ 

ス
タ
ッ
フ　

　

臨
床
心
理
士
、保
育
士
、保
健
師
な
ど

　

福
島
県
臨
床
心
理
士
会
、
福
島

県
県
中
保
健
福
祉
事
務
所
の
協
力

に
よ
り
実
施
し
て
い
ま
す
。

●　

●　

●

★ 

お
は
な
し
「
あ
の
ね
」
の
日

▼ 

日
時　
２
月
６
日
（
木
）

　
　
　
　

 

午
前
10
時
45
分
～
11
時

▼ 

内
容　
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
手

遊
び
や
お
話
を
楽
し
み
ま
す
。

●　

●　

●

★ 
お
誕
生
日
の
つ
ど
い
（
要
予
約
）

▼ 
日
時　
２
月
26
日
（
水
）

　
　
　
　

 
午
前
10
時
～
11
時

▼ 

対
象　
就
学
前
の
２
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
６
組

▼ 

内
容　
身
長
体
重
測
定
や
手
形

を
押
し
て
自
分
だ
け
の
誕
生
カ
ー

ド
を
作
り
、
大
き
な
ケ
ー
キ
を
囲

ん
で
お
祝
い
を
し
ま
す
。
２
月
生

ま
れ
の
お
友
達
集
ま
っ
て
ね
！

▼ 

申
込
期
限　
２
月
24
日
（
月
）

▼ 

申
込
・
問　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

 　

 　
　
　
　
　

☎
62-

２
７
４
８

●　

●　

●

★ 

献
血

　

今
月
は
次
の
と
お
り
献
血
車
が

町
内
を
巡
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
温
か

い
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼ 

日
時　
２
月
28
日
（
金
）

〈
図
書
館
今
月
の
行
事
〉

★ 

絵
本
と
わ
ら
べ
唄

▼ 

日
時　
２
月
12
・
26
日
（
水
）

　

 　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

▼ 

対
象　
乳
幼
児
と
保
護
者
、
妊
婦

★ 

日
曜
お
は
な
し
会

▼ 

日
時　
２
月
９
日
（
日
）

　

 　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

▼ 

対
象　
幼
稚
園
児
と
小
学
校
低
学
年

▼ 

問　
町
民
図
書
館

　
　
　

 

☎
62-

３
３
７
５

〈
児
童
館
今
月
の
行
事
〉

※ 

場
所
は
い
ず
れ
も
中
央
児
童
館

　

で
す
。

★ 

節
分
・
豆
ま
き

▼ 

日
時　
２
月
３
日
（
月
）

　
　
　
　

 

午
後
３
時
30
分
～
４
時

●　

●　

●

★ 

ミ
ニ
シ
ア
タ
ー

▼ 

日
時　
２
月
１
日
（
土
）

　
　
　
　

 

午
前
10
時

▼ 

内
容　
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、

　

ビ
デ
オ
上
映
「
雪
渡
り
」
ほ
か

▼ 

対
象　
幼
児
・
児
童
・
保
護
者

※ 

幼
児
は
保
護
者
同
伴
で
お
願
い

　

し
ま
す
。

●　

●　

●

★ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

▼ 

日
時　
２
月
１
日
（
土
）

　
　
　
　

 

午
後
１
時
30
分
～ 

●　

●　

●

〈
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

今
月
行
事
〉

★ 

の
び
の
び
の
日

▼ 

日
時　
２
月
12
日
（
水
）

　
　
　
　

 

午
前
９
時
～
11
時

▼ 

内
容　
身
長
体
重
測
定
が
で
き

ま
す
。
成
長
を
確
認
し
な
が
ら
、

お
子
さ
ん
と
の
時
間
を
も
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。
母
子
手
帳
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

●　

●　

●

★ 

「
親
子
ふ
れ
あ
い
教
室
」

〜
親
子
で
ホ
ッ
と
で
き
る
時
間
〜

　

お
子
さ
ん
は
遊
び
を
楽
し
み
、

お
母
さ
ん
は
交
流
会
で
ホ
ッ
と
す

る
時
間
を
過
ご
し
ま
す
。
申
し
込

み
は
不
要
で
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時　
２
月
14
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

▼ 

場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

▼ 

対
象　
就
学
前
の
お
子
さ
ん
と

お
母
さ
ん

〈
保
健
セ
ン
タ
ー
今
月
の
行
事
〉

★ 

乳
幼
児
健
康
診
査

　

前
回
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
方
、

相
談
し
た
い
方
も
、
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

区　分 対　象日時・場所

母子手帳・問診票・   
バスタオル

母子手帳・問診票・
バスタオル９〜

10か月児

３〜
４か月児

2月18日（火）
13時集合
保健センター
2月26日（水）
9時集合
町立三春病院

平成25年
4月11日～
5月19日生まれ

母子手帳・問診票・
歯ブラシ・コップ・タ
オル

2月19日（水）
13時～13時30分受付
保健センター

平成22年
9月20日～
11月10日生まれ

３〜
４か月児

９〜
10か月児

持ってくるもの

平成25年
10月11日～
11月10日生まれ

3歳児3歳児

▼ 

問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

 

☎
62-

５
１
１
０

★ 

な
わ
と
び
大
会

▼ 

日
時　
２
月
13
日
（
木
）

　
　
　
　

 

放
課
後

●　

●　

●

★ 

ひ
な
ま
つ
り
製
作

▼ 

日
時　
２
月
17
日
（
月
）

　
　
　
　

～
19
日
（
水
） 

放
課
後

▼ 

参
加
費　
３
０
０
円

▼ 

申
込
期
限　
２
月
10
日
（
月
）

▼ 

申
込
・
問　
中
央
児
童
館

　
　
　
　
　
　

 

☎
62-

８
６
６
６

16

▼ 

時
間
／
場
所

▽ 

午
前
９
時
30
分
～
11
時

　

 

溝
端
紙
工
印
刷
（
株
）
東
日
本
工
場

▽ 

午
後
３
時
～
５
時

　

 

（
株
）
湘
南
ユ
ニ
テ
ッ
ク
福
島
工
場

▼ 

問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

 

☎
62-

５
１
１
０

●　

●　

●

★ 

保
健
セ
ン
タ
ー
開
放
日

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
３
時
30
分

ま
で
保
健
セ
ン
タ
ー
１
階
ホ
ー
ル

を
開
放
し
ま
す
。

【
子
育
て
サ
ロ
ン
】

▼ 

日
時　
２
月
28
日
（
金
）

　

 　
　
　

午
前
10
時
～
11
時

▼ 

場
所　
１
階
ホ
ー
ル

【
食
改
さ
ん
の
お
や
つ
や
さ
ん
】

▼ 

日
時　
２
月
28
日
（
金
）

　

 　
　
　

午
前
11
時
～

▼ 

場
所　
２
階
料
理
講
習
室

▼ 

料
金　
一
家
族
１
０
０
円

▼ 

問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

 

☎
62-

５
１
１
０

〈乳幼児健康診査日程〉



新
着
本
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

五
峰
の
鷹
（
安
部
龍
太
郎
）
／
ノ
ボ
さ

ん（
伊
集
院
静
）／
名
も
な
き
日
々
を（
宇

江
佐
真
理
）
／
は
な
と
ゆ
め
（
冲
方
丁
）

／
さ
ら
ば
ス
ペ
イ
ン
の
日
々
（
逢
坂
剛
）

／
あ
な
た
の
人
生
、
片
づ
け
ま
す
（
垣

谷
美
雨
）
／
二
重
螺
旋
の
誘
拐
（
喜
田

喜
久
）
／
書
楼
弔
堂
（
京
極
夏
彦
）
／

団
塊
の
秋
（
堺
屋
太
一
）
／
虹
の
見
え

た
日
（
澤
田
ふ
じ
子
）
／
検
察
側
の
罪

人
（
雫
井
脩
介
）
／
花
咲
小
路
一
丁
目

の
刑
事
（
小
路
幸
也
）
／
ジ
ャ
ー
ニ
ー
・

ボ
ー
イ
（
高
橋
克
彦
）
／
さ
さ
み
み
さ

さ
め
（
長
野
ま
ゆ
み
）
／
デ
ビ
ク
ロ
く

ん
の
恋
と
魔
法
（
中
村
航
）
／
夜
明
け

前
の
さ
よ
な
ら
（
中
野
重
治
）
／
退
屈

の
す
す
め
（
五
木
寛
之
）
／
探
偵
サ
ミ
ュ

エ
ル
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
博
士
（
リ
リ
ア
ン
・

デ・ラ・ト
ー
レ
）
／
小
説
の
よ
う
に
（
ア

リ
ス
・
マ
ン
ロ
ー
）
／
ロ
ン
グ
ウ
ォ
ー

ク
（
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
キ
ャ
ス
ト
ナ
ー
）

今月の お すす め 本
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
お
け
る
誹
謗
中
傷

法
的
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル 

／
子
ど
も
の

※ 新着コーナーには、２月 6 日（木）に並びます。 問い合わせ　町民図書館　☎ 62-3375

世
界
一
素
朴
な
質
問
、
宇
宙
一
美
し
い
答

え
／
自
分
を
ま
も
る
本
／
ぼ
く
た
ち
は
な

ぜ
、
学
校
へ
行
く
の
か
。
／
ぼ
く
た
ち
い

そ
は
ま
た
ん
て
い
だ
ん
／
星
空
点
呼
／
ペ

ン
ギ
ン
と
ざ
ん
た
い
／
お
と
の
さ
ま
、
で

ん
し
ゃ
に
の
る
／
ツ
ン
子
ち
ゃ
ん
、
お

と
ぎ
の
国
へ
行
く
／
謎
の
国
か
ら
の
Ｓ

Ｏ
Ｓ
／
パ
ン
屋
の
こ
び
と
と
ハ
リ
ネ
ズ
ミ

／
た
っ
た
ひ
と
り
の
と
も
だ
ち
／
ワ
ラ
ラ

ち
ゃ
ん
の
お
る
す
ば
ん
／
い
く
ら
な
ん
で

も
い
く
ら
く
ん
／
十
二
支
の
お
や
こ
え
ほ

ん
／
ね
え
マ
マ
／
北
極
点
を
目
指
し
た
黒

人
探
検
家
／
ア
ン
パ
ン
マ
ン
と
リ
ン
ゴ
ぼ

う
や
／
あ
い
う
え
お
ゴ
リ
ラ
／
よ
ふ
か
し

に
ん
じ
ゃ

難
問
／
ほ
め
る
力
／
ケ
ネ
デ
ィ
ー
暗
殺

50
年
目
の
真
実
／
老
人
漂
流
社
会
／
誕

生
日
を
知
ら
な
い
女
の
子
／
日
本
人
に

遺
し
た
い
国
語
／
ラ
ッ
ピ
ン
グ
の
教
科

書
／
根
っ
か
ら
の
文
系
の
た
め
の
シ
ン

プ
ル
数
学
発
想
術
／
ヒ
ッ
グ
ス
―
宇
宙

の
最
果
て
の
粒
子
／
よ
く
わ
か
る
心
臓

病
／
原
発
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
へ
の
道
／
老

人
介
護
の
安
心
百
科
／
園
芸
の
基
礎
知

識
／
風
景
デ
ッ
サ
ン
の
基
本
／
箱
根
駅

伝
／
フ
ィ
ギ
ア
ス
ケ
ー
ト
は
じ
め
ま
し

た
。
／
漫
画
で
学
ぶ
漢
文
入
門
／
ふ
く

し
ま
再
生
と
歴
史
・
文
化
遺
産

「和食」がユネスコの無形文化遺
産に登録されたことで、注目を集
めています。この本では、日本食
の歴史を辿り、今後の食の在り方
を考察しています。他の国の食文
化を取り入れ、我が国の風土や国
民性に合うように変えることで、

「日本食」が作り上げられていっ
たことがよくわかります。

『日本食の伝統文化とは何か』
　橋本直樹／著　雄山閣

〈「
２
年
前
納
（
口
座
振
替
）」

が
始
ま
り
ま
す
〉

　

平
成
26
年
４
月
末
の
口
座
振
替

分
よ
り
、
割
引
額
の
よ
り
大
き
な

「
２
年
前
納
」
が
ご
利
用
い
た
だ

け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

▼ 

２
年
前
納
︵
口
座
振
替
︶
の
メ
リ
ッ
ト

▽ 

２
年
間
で
１
万
４
千
円
程
度
の

割
引
と
な
り
ま
す
。

▽ 

２
年
前
納
分
の
全
額
が
、
そ
の

年
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

▽ 

口
座
振
替
を
利
用
す
る
こ
と
に

よ
り
、
納
め
忘
れ
を
防
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

２
年
前
納
は
、
口
座
振
替
の
み

ご
利
用
が
可
能
で
す
。
お
申
込
み

期
限
は
毎
年
２
月
末
ま
で
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
近
く
の
年
金
事

務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
郡
山
年
金
事
務
所

 　
　

  

☎
０
２
４-

９
３
２-

３
４
３
４

〈
自
動
車
の
登
録 

忘
れ
て
は

い
ま
せ
ん
か
？
〉

　

車
を
譲
っ
た
、
車
を
下
取
り
に

出
し
た
、
解
体
し
た
、
長
年
使
っ

て
い
な
い
車
が
敷
地
内
に
あ
る
、

車
検
が
切
れ
て
乗
っ
て
い
な
い
、

引
っ
越
し
を
し
た
な
ど
︙
お
心
当

た
り
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日

（
午
前
０
時
）
現
在
で
運
輸
支
局
の

登
録
名
義
人
で
あ
る
所
有
者
（
割

賦
販
売
に
よ
る
購
入
の
場
合
は
使

用
者
）
が
、
５
月
31
日
ま
で
に
納

め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
平

成
26
年
度
の
納
期
限
は
、
６
月
２

日
（
月
）
で
す
。

〜
自
動
車
税
ト
ラ
ブ
ル
防
止
３
カ
条
〜

▽ 

そ
の
１　

　

抹
消
の
手
続
き
は
、
３
月
31
日
ま

で
に
運
輸
支
局
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

自
動
車
を
譲
渡
し
た
り
、
下
取
り

に
出
し
た
り
、
廃
車
し
た
時
は
必
ず

運
輸
支
局
で
３
月
31
日
ま
で
に
登
録

し
ま
し
ょ
う
。
３
月
31
日
ま
で
に
登

録
手
続
き
が
終
了
し
な
い
と
自
動
車

税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

▽ 

そ
の
２

　

転
居
し
た
ら
、
車
検
証
の
住
所

変
更
を
運
輸
支
局
で
登
録
し
ま

し
ょ
う
。

　

住
民
票
を
異
動
し
て
も
車
検
証

の
住
所
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
運
輸

支
局
に
登
録
し
ま
し
ょ
う
。
や
む

を
得
ず
手
続
き
が
で
き
な
い
と
き

は
、
県
中
地
方
振
興
局
県
税
部
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽ 

そ
の
３

　

納
税
証
明
書
は
車
検
証
と
い
っ

し
ょ
に
大
切
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

　

自
動
車
の
継
続
検
査
（
車
検
）
を

受
け
る
際
に
は
、
納
税
証
明
書
が
必

要
で
す
。
自
動
車
税
を
納
め
た
と
き

に
交
付
さ
れ
る
領
収
証
書
に
納
税
証

明
書
が
つ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
リ

サ
イ
ク
ル
券
も
次
回
車
検
時
、
廃
車

時
に
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
廃
車

時
ま
で
車
検
証
と
共
に
大
切
に
保
管

す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

登
録
手
続
を
依
頼
し
た
場
合
は
、

登
録
が
済
ん
で
い
る
事
を
必
ず
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

〜
自
動
車
の
登
録
・
検
査
の

　
　
　
　

手
続
き
は
お
早
め
に
〜

　

自
動
車
の
登
録
・
検
査
の
手
続

き
は
、
毎
年
３
月
に
集
中
し
、
窓

口
や
車
検
場
が
大
変
混
雑
し
ま
す
。

　

名
義
変
更
や
住
所
変
更
、
廃
車
、

車
検
な
ど
の
手
続
き
は
２
月
中
に

行
う
な
ど
、
で
き
る
だ
け
早
め
に

済
ま
せ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

▼ 

問　

　

東
北
運
輸
局
福
島
運
輸
支
局

　

自
動
車
の
登
録
に
つ
い
て

　

☎
０
５
０-

５
５
４
０-

２
０
１
５

　
自
動
車
の
検
査
に
つ
い
て

　
☎
０
２
４-

５
４
６-

０
３
４
２

　
自
動
車
税
に
つ
い
て

　

県
税
部
課
税
第
２
課

　

☎
０
２
４-
９
３
５-

１
２
６
１

17

子
ど
も
・
親
子

健　

康

年　

金

税　

金

読
み
物
・
文
芸

実　
用　
書

児　
童　
書



〈
浄
化
槽
管
理
業
務
の
廃
止
に

つ
い
て
〉

　

田
村
地
方
衛
生
処
理
セ
ン
タ
ー

の
浄
化
槽
管
理
業
務
は
、
昭
和
57

年
以
来
32
年
目
を
迎
え
よ
う
と
し

て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
た
び
行
政

改
革
の
一
環
と
し
て
、
浄
化
槽
管

理
業
務
を
廃
止
し
、
平
成
29
年
３

月
ま
で
に
民
間
業
者
へ
移
行
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
４
月
以
降
、

当
組
合
と
ご
契
約
を
い
た
だ
い
て

い
る
皆
さ
ん
に
は
、
ご
自
宅
の
浄

化
槽
保
守
点
検
作
業
の
際
に
、
当

組
合
職
員
が
今
後
の
手
続
き
な
ど

に
つ
い
て
個
別
説
明
を
行
い
、
民

間
業
者
へ
の
契
約
移
行
が
円
滑
に

で
き
る
よ
う
ご
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
ご
相
談
に
は
応
じ
ま

す
の
で
、
次
の
問
合
せ
先
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
田
村
広
域
行
政
組
合

　

 　
　

田
村
地
方
衛
生
処
理
セ
ン
タ
ー

　

 　
　

☎
82-

１
２
７
２

町
以
外
の
事
業
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

● 

北
方
領
土
の
日

　

毎
年
２
月
７
日
は
、「
北
方
領
土
の
日
」
で
す
。
政
府
は
、
北
方
領
土

問
題
に
対
す
る
国
民
の
関
心
と
理
解
を
深
め
、
全
国
に
返
還
要
求
運
動

の
輪
を
広
げ
る
た
め
、
昭
和
56
年
、
閣
議
で
「
日
魯
通
好
条
約
」
が
結

ば
れ
た
２
月
７
日
を「
北
方
領
土
の
日
」と
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

択
捉
島
、国
後
島
、色
丹
島
お
よ
び
歯
舞
群
島
か
ら
成
る
北
方
四
島
は
、

歴
史
的
に
み
て
も
、
ま
た
、
国
際
間
の
諸
取
り
決
め
に
照
ら
し
て
も
明

ら
か
に
我
が
国
固
有
の
領
土
で
す
。
北
方
四
島
の
一
日
も
早
い
返
還
を

実
現
す
る
た
め
に
、
国
の
外
交
交
渉
を
後
押
し
し
ま
し
ょ
う
。

▼ 

問　
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
福
島
県
民
会
議
事
務
局

　
　
　
（
福
島
県
知
事
直
轄
県
民
広
聴
室
内
）

　
　
　

☎ 

０
２
４-

５
２
１-

７
０
１
３

● 

自
衛
官
募
集
の
ご
案
内

　

次
の
と
お
り
自
衛
官
を
募
集
し
ま
す
。

★ 

自
衛
隊
幹
部
候
補
生

▼ 

受
付
期
間　
４
月
25
日
（
金
）
ま
で

▼ 

応
募
資
格　
20
歳
以
上
26
歳
未
満
（
22
歳
未
満
は
大
卒 

※
見
込
含
む
）

▼ 

試
験
期
日　
１
次　

５
月
10
日
（
土
）

▼ 
試
験
会
場　
１
次　

福
島
県
２
会
場
（
福
島
、
郡
山
）

★ 
予
備
自
衛
官
補
︵
一
般
・
技
能
︶

▼ 

受
付
期
間　
４
月
２
日
（
水
）
ま
で

▼ 

応
募
資
格

▽ 

一
般　
18
歳
以
上
34
歳
未
満

▽ 

技
能　
18
歳
以
上
で
保
有
す
る
資
格
に
応
じ
53
歳
か
ら
55
歳
未
満

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
自
衛
隊
勤
務
１
年
未
満
の
者
も
含
む
。）

▼ 

試
験
期
日　
４
月
11
日
（
金
）
か
ら
15
日
（
火
）
の
う
ち
指
定
す
る
１
日

※ 

普
段
は
企
業
な
ど
の
一
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
が
、
い
ざ
と

い
う
時
は
自
衛
官
と
し
て
社
会
に
貢
献
い
た
だ
け
る
制
度
で
す
。

▼ 

申
込
・
問　
自
衛
隊
郡
山
地
域
事
務
所 
☎
０
２
４-

９
３
２-

１
４
２
４

〈
ご
み
収
集
時
間
に
関
す
る

お
願
い
〉

　

ご
み
収
集
は
午
前
８
時
30
分
か

ら
に
な
り
ま
す
。
時
間
を
過
ぎ

て
出
す
と
収
集
し
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。
必
ず
ご
み
収
集
カ
レ
ン

ダ
ー
で
確
認
し
、
当
日
の
朝
８
時

30
分
ま
で
に
所
定
の
ご
み
集
積
所

へ
分
別
し
た
ご
み
を
出
し
て
く
だ

さ
い
。

▼ 

問　
住
民
課 

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

２
１
４
７

〈
水
道
管
の
凍
結
防
止
対
策

を
忘
れ
ず
に
〉

　

気
温
が
氷
点
下
に
な
る
と
、
蛇

口
や
水
道
管
、
水
道
メ
ー
タ
ー
が

寒
さ
の
た
め
に
凍
り
、
破
裂
や
ひ

び
割
れ
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

漏
水
し
て
し
ま
う
と
、
貴
重
な

水
を
無
駄
に
す
る
ば
か
り
か
、
修

繕
費
用
な
ど
経
済
的
に
も
大
き
な

負
担
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
天
気

予
報
な
ど
を
こ
ま
め
に
チ
ェ
ッ
ク

し
て
、
蛇
口
や
水
道
管
が
凍
ら
な

い
よ
う
寒
さ
か
ら
守
っ
て
あ
げ
ま

し
ょ
う
。

　

万
一
、
破
裂
や
ひ
び
割
れ
に
よ
る

漏
水
が
発
生
し
た
場
合
は
、
町
指
定

工
事
店
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼ 

問　
企
業
局 

水
道
・
宅
造
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

２
５
０
０

広　
告　
欄
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● 

県
民
健
康
管
理
調
査
「
妊
産
婦
に
関
す
る
調
査
」

　
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

福
島
県
で
は
、
福
島
県
立
医
科
大
学
を
実
施
主
体
と
し
て
、
こ
の
調
査
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
妊
産
婦
の
皆
さ
ん
の
か
ら
だ
や
こ
こ
ろ
の
健
康
状
態
を
把
握

し
、
不
安
の
軽
減
や
必
要
な
ケ
ア
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
福
島
県
内

の
産
科
、
周
産
期
医
療
の
充
実
へ
繋
げ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

▼ 

対
象
者　

▽ 

平
成
24
年
８
月
１
日
か
ら
平
成
25
年
７
月
31
日
ま
で
に
母
子
健
康
手

帳
を
交
付
さ
れ
た
方

▽ 

県
外
で
母
子
健
康
手
帳
を
交
付
さ
れ
、
県
内
へ
転
入
後
、
妊
婦
健
診

を
受
診
し
た
方
、
里
帰
り
分
娩
を
し
た
方
な
ど

▼ 

調
査
票
の
発
送　
平
成
25
年
12
月
18
日
か
ら
発
送
し
て
い
ま
す
。

▼ 

個
人
情
報
の
取
扱
い　
調
査
に
関
す
る
個
人
情
報
は
、
健
康
管
理
の

　

た
め
、
県
に
お
い
て
使
用
す
る
ほ
か
、
居
住
す
る
市
町
村
に
は
、
求
め

に
応
じ
て
情
報
提
供
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
調
査
結
果
は
、

集
計
、
分
析
さ
れ
た
形
で
公
表
す
る
こ
と
と
し
、
個
人
が
特
定
さ
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼ 

問　
福
島
県
立
医
科
大
学　

放
射
線
医
学
県
民
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　

 

☎
０
２
４-

５
４
９-

５
１
８
０（
土
日
祝
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
５
時
ま
で
）

● 最低賃金が改正されています
　福島県の最低賃金及び特定（産業別）
最低賃金が改正されています。
　最低賃金は常用・臨時・パート・アル
バイトなどの名称にかかわらず、福島県
内の事業所で働くすべての労働者に適用
されます。

（時間額）

非鉄金属製造業
電子部品・デバイス・電子
回路、電気機械器具、情
報通信機械器具製造業
輸送用機械器具製造業
計量器・測定器・分析機
器・試験機・測量機械器
具・理化学機械器具、時
計・同部品、眼鏡製造業
自動車小売業

最低賃金件名 最低賃金額
効力発生年月日

特
定（

産
業
別）

最
低
賃
金

675円

789円

741円

776円

774円

772円

福島県最低賃金
（下記の５産業を除く全産業） 平成25年10月6日

平成25年12月18日

平成25年12月7日

平成25年12月27日

平成25年12月27日

平成25年12月18日

▶ 問　福島労働局賃金室 ☎ 024-536-4604

　年末年始にかけて、郡山地方広域消防組合管内で
も住宅火災が発生し、尊い命が失われました。
　住宅用火災警報器を設置することにより、早い段
階で火災に気づくことができ、大事に至らずに済む
ことがあります。
　設置が必要な場所は台所のみではなく、寝室や階
段（２階に寝室がある場合）などです。
◆ 警報器が鳴ったら…
◇ すぐに避難しましょう。
◇ 大声で周囲に知らせましょう。
◇ １１９に通報しましょう。
◇ 可能なら初期消火を行いましょう。
　大切な生命・財産を守るため、住宅用火災警報器
の設置をお願いします。

住宅用火災警報器を
設置しましょう

◆ 問い合わせ先　総務課自治防災グループ ☎ 62-1114

 平成 26 年度臨時職員募集
　町では、平成 26 年度臨時職員の登録希望者を募集して
います。詳しい内容は広報みはる１月号をご覧ください。
◆ 勤務の期間・時間
◇ 雇用期間　６か月以内（更新あり）
◇ 勤務時間　午前８時 30 分～午後５時 15 分
※ 勤務場所により異なります。
◆ 募集人数　各職種若干名
◆ 保険等の加入　勤務日数・勤務時間により社会保
　険・労働保険に加入
◆ 受付期間　～２月 12 日（水）まで
　午前８時 30 分～午後５時　※ 土・日曜日、祝日を除く。
◆ 応募方法
　履歴書を持参のうえ、本人がお越しください。簡
単な面接を行います。
◆ 受付・問い合わせ先
　総務課 庶務グループ ☎ 62-2111

19

暮
ら
し

広 告 欄



　

平
成

2
6

年
2

月
１

日
発

行
毎

月
日

１
回

発
行

編
集

発
行

／
三

春
町

役
場

総
務

課
企

画
情

報
グ

ル
ー

プ
☎

0
2

4
7

-6
2

-2
1

1
1

（
代

）　
�

0
2

4
7

-6
1

-1
1

1
0

〒
9

6
3

-7
7

9
6

　
福

島
県

田
村

郡
三

春
町

字
大

町
１

-
２

e-m
ail:m

iharum
g@

tow
n.m

iharu.fukushim
a.jp

広
報

み
は

る
2014.2
№

1011

○ホームページ　http://www.town.miharu.fukushima.jp/
○携帯サイト　　http://www.town.miharu.fukushima.jp/mobile/

○ 町営バスをご利用の際は、お得な回数券をご利用く
　ださい。
※ 回数券は、バス車内・三春病院・役場窓口で販売してい
　ます。

今月のバス運休日：2・9・11・16・23 日

◆ 問　住民課 生活環境グループ　☎ 62-2147

◎ ありがとう　みんな持ってる　合言葉（伊藤あすか・岩江中学校 1 年）

カレンダーに記載されている●の中の数字は、関連記事が掲載されている頁
数です。施設の休館日は 14 ページに掲載しています。2 月の行事カレンダー ※ 

住
民
課
・
税
務
課
窓
口
延
長
日  

毎
週
水
曜
日
（
19
時
ま
で
）、
毎
週
日
曜
日
（
８
時
30
分
〜
12
時
）

ミニシアター（10時～・中央児童館）

ボランティア活動（13時30分～・中央児童館）

節分・豆まき（15時30分～16時・中央児童館）

心配ごと相談（9時～12時・福祉会館）

行政相談（9時30分～12時・シルバー人材センター）

おはなし「あのね」の日（10時45分～11時・子育て支援センター）

復興支援全国高等学校選抜柔道錬成三春大会（～9日・三春町民体育館）

料理クラブ（9時30分～・中央児童館）

電池づくり（10時～12時・三春交流館「まほら」学習室C・D）

日曜おはなし会（10時30分～11時・町民図書館）

絵本とわらべ唄（10時30分～11時・町民図書館）

のびのびの日（9時～11時・子育て支援センター）

人権相談（10時～15時・三春町役場）

なわとび大会（放課後・中央児童館）

保健センター開放日（9時～15時30分）

親子ふれあい教室（10時～11時30分・保健センター）

15（土）

17（月）

18（火）

19（水）

25（火）

26（水）

28（金）

おりがみクラブ（9時30分～・中央児童館）

確定申告（～3月17日　9時～15時・三春町運動公園談話室）

ひなまつり製作（～19日　放課後・中央児童館）

遊びの広場（10時～11時30分・子育て支援センター）　

乳幼児健診・3～4か月児（13時集合・保健センター）

心配ごと相談（9時～12時・福祉会館）

ほ～っと倶楽部（13時30分～15時・福祉会館）

乳幼児健診・3歳児（13時〜13時30分受付・保健センター）

心配ごと相談（9時～12時・福祉会館）

絵本とわらべ唄（10時30分～11時・町民図書館）

お誕生日のつどい（10時～11時・子育て支援センター）

乳幼児健診・9～10か月児（9時集合・町立三春病院）

保健センター開放日（9時～15時30分）

子育てサロン（10時～11時・保健センター）

食改さんのおやつやさん（11時～・保健センター）

献血車来町（9時30分～17時・町内）

1（土）

3（月）

4（火）

6（木）

7（金）

8（土）

9（日）

12（水）

13（木）

14（金）

※平成 25 年度青少年健全育成標語入選作品

【行政相談】2 月 4 日（火）午前 9 時 30 分〜 12 時
　／シルバー人材センター（南町）／行政相談委員

【人権相談】2 月 12 日（水）午前 10 時〜午後 3 時 
　／三春町役場／人権擁護委員

【心配ごと相談】2 月 4・18・25 日（火）
　午前 9 時〜 12 時／三春町福祉会館（南町）／
　民生児童委員

【肢体不自由者巡回相談】2 月 14 日（金）
　午後 1 時〜 3 時／郡山市障害者福祉センター／
　医師／要予約／保健センター☎ 62-3166

【ほ〜っと倶楽部】２月 18 日（火）午後 1 時 30 分
　〜午後 3 時／三春町福祉会館

●●●今月の相談●●●

（

（

2月2日

9日

11日
16日

23日

まつえ整形外科
町立三春病院
（コスモ調剤薬局東部台店）
のざわ内科クリニック
（ルビー調剤薬局）
南東北病院大越診療所
石塚医院
町立三春病院
（ヤナイ調剤薬局）
東部台こどもクリニック（17時まで）

（げんじろう調剤薬局）

（日）

（日）

（火）

（日）

（日）

（

（

田村市

田村市

田村市

田村市

田村市

船引町
三春町
船引町
三春町
三春町
大越町
小野町
三春町
小野町
船引町
船引町

☎81-1222
☎62-3131
☎81-2205
☎61-1500
☎62-4848
☎79-2121
☎72-2161
☎62-3131
☎77-2018
☎81-2662
☎81-1555

）

）

）

）

人口 17,430 人（-29）う
ち男性 8,471 人（-15）・女性 8,959 人（-14）／世帯数 5,545 世

帯（+6）人口・世帯数

2 月 28 日（金）　固定資産税 第 4 期　国民健康保険税 第 8 期　後期高齢者医療保険料 第 7 期　介護保険料 第 8 期納  期  限

※ 平成 22 年 10 月 1 日国勢調査の人口基準・平成 26 年 1 月１日現在（前月比）

マーク 休 は、町営バスの運休日です。

休

休 休

25

1

7 86

14 1513

20 21 22

53

9

4

1210

16

11

1917 18

2

23

町営バス運休カレンダー（２月）

日 月 火 水 木 金 土

24 26 2827


